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新
年
の
挨
拶
 
 
 
 
 

会
長
 
皆
原
和
明
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
皆
さ
ん
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
 

新
春
に
あ
た
り
一
言
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。
 

 
振
り
返
り
ま
す
と
、
昨
年
も
国
の
内
外
に
お
い
て
、
政
治
、

経
済
、
外
交
、
自
然
災
害
等
色
々
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
 

 
わ
が
野
下
に
お
い
て
も
、
日
本
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
鹿
児
島

県
連
盟
が
、
市
と
の
契
約
に
よ
り
、
平
成
二
十
五
年
五
月
か
ら

三
十
五
年
三
月
ま
で
の
十
年
間
、
小
学
校
跡
地
を
「
野
営
場
野

下
活
動
セ
ン
タ
ー
」
と
し
て
利
用
す
る
と
い
う
、
大
変
嬉
し
い

ニ
ュ
ー
ス
が
あ
り
ま
し
た
。
 

 
小
学
校
閉
校
後
、
こ
れ
か
ら
の
人
口
増
も
望
め
な
い
し
、
高

齢
化
は
進
む
し
、
地
区
民
だ
け
の
地
域
起
こ
し
や
活
性
化
に

は
限
界
が
あ
る
と
悲
観
的
に
な
っ
て
い
た
時
期
に
、
何
よ
り

の
朗
報
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
も
野
下
の
環
境
の
良
さ

と
そ
れ
ま
で
の
一
年
間
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
に
対
す
る
多
く
の

地
区
民
皆
様
の
親
切
と
献
身
的
な
協
力
が
実
を
結
ん
だ
賜
物

だ
と
思
い
ま
す
。
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
 

 
さ
て
、
今
年
は
野
下
地
区
が
、
平
成
の
大
合
併
に
よ
り
薩
摩

川
内
市
と
な
っ
て
か
ら
十
年
の
節
目
を
迎
え
ま
す
。
そ
し
て
、

平
成
二
十
六
年
度
か
ら
三
十
年
度
ま
で
五
年
間
に
わ
た
る
第

三
期
野
下
地
区
振
興
計
画
を
策
定
す
る
時
期
で
も
あ
り
ま
す
。

現
在
、
策
定
委
員
会
に
お
い
て
策
定
作
業
を
進
め
て
お
り
ま

す
。
今
年
、
四
月
の
コ
ミ
協
総
会
に
お
い
て
皆
さ
ん
の
承
諾
を

得
た
う
え
で
、
市
に
提
出
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
 

 
こ
の
振
興
計
画
の
な
か
に
、
新
し
い
取
り
組
み
と
し
て
、

「
学
校
跡
地
を
利
用
す
る
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
や
そ
の
他
団
体

と
の
交
流
を
促
進
し
、
地
区
運
動
会
、
夏
祭
り
、
小
学
生
の
野

外
力
検
定
等
の
行
事
を
相
互
に
協
力
し
て
実
施
す
る
。
」
と
い

う
「
学
校
跡
地
活
用
事
業
」
を
設
け
、
野
下
地
区
の
更
な
る
振

興
と
活
性
化
を
目
指
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
皆
さ
ん

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
 

 
最
後
に
昨
年
一
年
間
、
地
区
の
皆
さ
ん
に
は
、
コ
ミ
協
の
各

種
事
業
や
行
事
等
暖
か
い
ご
支
援
ご
協
力
を
頂
き
本
当
に
有

難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
 

 
ど
う
か
今
年
も
昨
年
同
様
、
否
そ
れ
以
上
に
一
致
協
力
「
和

と
協
調
の
精
神
」
で
一
つ
に
ま
と
ま
っ
て
、
野
下
を
盛
り
上
げ

て
い
こ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
 

 
以
上
、
新
年
の
挨
拶
に
代
え
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
 

 

年が明けて、一つ若くなりました？ 

どう見ても、飲んだれかな？ 

新年に似合う、

すがすがしい顔

の会長 

平成26年 薩摩川内市消防 出初式表彰者(野下地区）を紹介します。 
  県消防協会総裁表彰（功績章・２０年）・・・ 江口 八十 
  県消防協会総裁表彰（精績章・１５年）・・・ 田平 秀夫 

今年の５月の消防操法大会に向けて、練習が始まります。 
 まずは、樋脇地区大会に標準を合わせ、薩摩川内市の大会へ。 

 忙しい中、練習に励む団員を励まして下さいね。 

(H24年度の操法大会) 



　　　　

 これからの行事 
 ２月   ８日（土）      ９：００～  青空市看板建て   

    １５日（土）    ８：３０～ 青空市会場設営 

    １６日（日） １０：００～ 第八回野下青空市開催                                        

    ２３日（日）         薩摩川内市生涯学習フェスティバル（薩摩川内市総合運動公園） 
                          ブラウンド市(野下コミは炭を販売します。) 

1月１９日 の窯入れから、２月１日の窯出しまで、皆さんの協力で上質の炭が出来上がり

ました。今年も、自信を持って、お客さんに提供できます。ありがとうございました。     

旧樋脇高校などのＯＢでつくる鹿児島県ホッケーチー

ムが、国民体育大会(昨年10月2日～5日)の成年男子で、

３６年ぶりに優勝。活躍の裏には、長年の鮫島直人さ

んの支えもあったと思います。本人は、黙々と、練習

に出かけていますが、誰でも出来ることではありませ

ん。本当にご苦労さまです。また、２月１日に第５２

回南日本スポーツ賞でも優秀団体賞を受賞されました。

努力が報われましたね。直人さん、ありがとう。 

こんな 
がんばりやさん 
もいます。 

直人さん（写真は、塔之原の松元氏提供) 

木材のカット(1/19) 窯入れ作業(1/19) 
焚口つくり(1/19) 

炭になった木(2/1) 
計量、箱詰め(2/1) 

炭をカット(2/2) 

２月８日は、
針供養の日
です。 


